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発症率は21.6/千人/年となった.

③境界型のうちIFGとIFG/IGTはIGTと

1HPGのみに比べ,糖尿病型となりやすかった

(p< o.o1).

④しかし糖尿病型になった例では,初回の

HbAICが高値であった(p< 0.01).

①糖尿病発症の側面で境界型をとらえると,日

本糖尿病学会基準は571例にOGTTをやり　169

例の境界型に注目するが,正常型から糖尿病型と

なる4例を見逃す.

⑥アメリカ糖尿病学会の新基準では空腹時血糖

のみで181例に注目し,見逃し例はIGTからと

正常型からの計4例となる.

10　小児における高感度CRPと肥満,血圧,血

清脂質との関連(第二報)

樋浦誠・菊池透・長崎啓祐

田中幸恵・小川洋平・内山聖

新潟大学大学院医歯学総合研究科

小児科学分野

小児での高感度CRPと肥満度,血圧,血清脂質

との関連を検討した.肥満小児は非肥満小児に比

べ有意に高感度CRPが高く,血圧上昇や代謝異

常の進展を認めた.また,高感度CRP高値群は低

値群に比べ肥満度,血圧　LDL-C/HDL-C値が

有意に高かった.単回帰分析では高感度CRPと

肥満度,血圧, LDL-C,アポ蛋白Bは正の相関が

あり　HDL-Cとは負の相関があった.ステップ

ワイズ垂回帰分析では肥満度のみ高感度CRPと

関連してtlた.また,肥満男児の縦断解析では肥

満度改善群は悪化群に比べ有意に高感度CRPが

改善し,高感度CRP改善群は悪化群に比べ有意

に腹囲,肥満度,体脂肪率,肝機能が改善してtl

た.

小児におtlて高感度CRPは肥滴や慢性炎症を

反映する有用な指標であり,将来の代謝異常症に

つながる小児肥満の質の評価に高感度CRP測定

は有用と考えられた.

11.　小児肥満における肥満度，体脂肪率,腹囲,

腹壁脂肪厚の変化に伴う代謝異常の変化の検

討

菊池透・長崎啓祐・樋浦誠

田中幸恵・小川洋平・内山聖

新潟大学大学院医歯学総合研究科

小児科学分野

小児肥満による代謝異常の変化と関連が強tl体

格指標を明らかにするために　　15歳の単純性

肥満男子63名を対象に, 1年間の肥満度,体脂肪

率,腹囲および腹部エコーでの最大腹膜前脂肪厚

(Pmax)の変化とアディポネタチン,インスリン,

ALT, LDL-C, HDL-C, TG,収縮期血圧,高感

度CRPの変化を単回帰分析で解析した.肥満度

の変化はALT, LDL-Cの変化と,体脂肪率の変

化はGPT, LDL-C,高感度CRPの変化と,腹囲

の変化はアディポネタチン, GPT, LDL-Cの変

化と. Pmaxの変化はLDL-Cと関連があった.

インスリンの変化と関連がある指標はなかった.

メタポリックシンドロームの上流に位置するアデ

イポネタチン,インスリンの変化と関連がみられ

たのは,アディポネタチンの変化と腹囲の変化だ

けであった.しかし,インスリンの変化との関連

した指標はなかった.また内臓脂肪蓄積の指標で

あるPmaxの変化は代謝異常の変化との関連が少

なかった.小児肥満症の治療上の指標としては腹

囲の変化が有用であると考えられた.

II.　特　別　講　演

「臓器特異的内分泌因子とメタボリックシンドロ

ーム」

大阪大学大学院医学系研究科

分子制御内科筆　教授

下村伊一郎


